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大阪総合デザイン専門
学校

昭和55年3月31日 丸岡　宏次
〒530-0012
大阪市北区芝田2-8-35

（電話） 06-6376-2100

（別紙様式４）

令和元年7月31日※１
（前回公表年月日：平成30年7月31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人上田学園 昭和57年3月31日 上田　哲也
〒530-0012
大阪市北区芝田2-5-8

（電話）

文化・教養 デザイン専門課程 インテリアデザイン学科
平成7年文部科学大臣告示

第7号
-

学科の目的
インテリア・デザイン及び建築・プロダクトデザイン・コーディネーター業界に必要とされる人材育成及び世界に通用するデザイン力を持つ人材育成を目的
とする。

06-6371-2022
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成26年3月31日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

- -
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
1920時間 - 1920時間 -

学期制度
■１学期：  4月1日～9月30日
■２学期：10月1日～3月31日 成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
出席率、課題提出率、課題内容を総合評価

70人 34人 10人 4人 7人 11人

長期休み

■学年始：4月1日～4月7日
■夏　 季：7月25日～8月31日
■冬　 季：12月21日～1月7日
■学年末：3月20日～3月31日

卒業・進級
条件

課題・試験等に合格し、本校所定の課程を修了すること

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 コンペ、講演会への参加
前期、後期に担任との個別カウンセリング
長期欠席者等には、保護者との面談、補習

■サークル活動： 無

デザイン業界、家具・照明メーカー （平成30年度卒業者に関する令和元年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄
・ベクターワークス修了認定　 11名
・第16回主張する「みせ」学生デザインコンペ　１名入賞

： 73
■その他

年度卒業者に関する

■就職者数　　　　　　　： 8 人

平成30年4月1日時点において、在学者31名（平成30年4月1日入学者を含む）
平成31年3月31日時点において、在学者25名（平成31年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

不登校、経済的理由、学業不振

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

http://www.oscd.jp/

■就職率　　　　　　　　　： 100

令和1年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
キャリア教育、就活支援セミナー、企業へのプレゼン、履歴書
添削、文章作成力、個別相談

■卒業者数　　　　　　　： 11

■就職希望者数　　　　： 8

■主な就職先、業界等（平成30年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組
個別カウンセリング(担任及び臨床心理士)、補習授業

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
・成績優秀者特待制度　・入学金免除制度　・自宅外通学奨学生制度　・上田学園特別制度　・上田学園兄弟姉妹入学制度
・留学生支援制度

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

http://www.oscd.jp/


種別

①

③

③

大阪総合デザイン専門学校　学園長

駒井　友規子
大阪総合デザイン専門学校インテリアデザイ
ン学科長

令和元年7月31日現在

名　前 所　　　属 任期

山田　悦央 大阪デザイン団体連合会 役員
平成31年4月1日～
令和3年3月31日
２年(再任あり）

中尾　晋也

嶺　寿美江 大阪総合デザイン専門学校　教務部長

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　10月及び３月頃

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基
本方針
企業等と連携した実習・演習授業の内容が当該学科の教育目標達成に資するものとなるように学習課題の内容を精査
し、科目間の連携や授業時間配分等を考慮しつつ実習・演習授業を構成する。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
校長を委員長とした教育課程編成委員会を企業等の委員、校長、副校長、教務部長、各学科長、事務統括によって組織
する。年間5～6回実施する学科会議(授業を担当する専任教員・兼任教員で組織)の上部に位置し、学科会議での意見、
検討事項を吸い上げ、それに対し企業・業界の有識者の方々より意見を聴取、審議。委員会で審議された内容のうち授
業内容、指導方法等は学科会議で、カリキュラム編成については教務部会議で協議し、教育課程を編成する。また改善
点等については教育課程編成委員会で報告する。
（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

原田　明彦 大阪総合デザイン専門学校　副校長
丸岡　宏次 大阪総合デザイン専門学校　校長

大光電機株式会社　経営戦略室
平成31年4月1日～
令和3年3月31日
２年(再任あり）

阿部　政信
株式会社天童木工　西日本事業部　大阪支店
設計部

平成31年4月1日～
令和3年3月31日
２年(再任あり）

越田　英喜

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
学内の施設で基礎的な講義及び演習を行い、連携企業の現場で最新設備等を使用して実習を行うことにより、現場に則
した技術と知識を習得させる。
（２）実習・演習等における企業等との連携内容

設計事務所では、実際の現場で基本設計から工事完成までのプロセスを実習し、様々な工法・構造を理解し、安全性の
確保やクライアントの生活現場までを研修する。CGデザイン事務所では、最新の機材やコンピュータソフトを使用する機
会を与え、スキルアップを図る。企業が成績評価を行い、学科の成績判定会議で承認、校長が単位認定。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

（開催日時）
第1回　平成30年11月12日　10：00～12：30

第2回　平成31年3月4日　10：00～12：30

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

授業を担当する全ての講師陣が出席する学科会議で課題を抽出し、教育課程編成委員会において企業・業界・学識者で
構成される委員の方々の意見を聴取し、それをもとに学科の教育目標、育成人材像について検討し、業界のニーズに
あったカリキュラムを策定し、実践している。
PCで作業的に制作する学生が多くなり、学生自身が考えるプロセスの必要性をご指摘頂き、授業の中で、手を動かしな
がら考えを纏めていくというデザインプロセスを重要視し、卒業制作等でもコンセプト発表会を実施している。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等



リフォーム実習Ⅱ
建築物を施工するために必要となる、工種別施工技術と
全体の施工計画の概要を理解する。
※見学会を1～2回予定し応用できる技術を身につける。

森村政悦建築設計事務所

コンピュータ演習Ⅱ
建築設計の授業課題のCAD入力や、住宅・店舗の課題を
CAD入力し、立体まで作成してパースや立面図を作成。コ
ンペ等を通じて仕事の流れやクオリティを学ぶ。

有限会社ソリッドデザインラボ

空間デザインⅡ

住宅について、時間と共に変化する生活環境、人々が健
康的で豊かな生活と、地域社会の環境を共に考えながら
プランニングを行う。インテリアを構成する床、壁、天井、そ
して家具など空間を構成する要素を理解し、統合的な設計
を勉強する。課題では、建築コンクール、狭小敷地に建つ
都市型住宅、郊外型住宅をなどの設計に取り組む。

森村政悦建築設計事務所

・5月20日「利晶の杜」見学会。日本の伝統文化である茶の湯体験と茶室見学。対象：教員１名　講師１名
・10月12日　「LIVING & DESIGN 2018」(大阪)に出展する企業への ヒアリングを行い、最新の動向・情報を習得。特に大
阪の企業との関係を密に、卒業生を採用している企業などの商品傾向など調査・研究を行う。対象：教員１名　講師１名
・10月12日　ムラタチアキ講演会「社会課題に向き合うデザイン～ソーシャルデザイン～」　対象：教員１名　講師２名

②指導力の修得・向上のための研修等

・5月25日　クラス担任と臨床心理士の事例検討会
・11月27日　大専各主催　教職員研修会Ⅰ指導力向上講座②『活力あるクラスづくりのための指導力向上講座」

（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

・７月２３日　対象：教員２名　主催：大阪市立東洋陶磁美術館 × ナレッジキャピタル フィンランドの工芸
第1回 マリメッコ茶室をめぐる対話―特別展『マリメッコ・スピリッツ　フィンランド・ミーツ・ジャパン』に関連してに参加。
・10月30日　対象：講師１名　「LIVING & DESIGN 2019」(大阪)に出展する企業への ヒアリングを行い、最新の動向・情報
を習得。特に大阪の企業との関係を密に、卒業生を採用している企業などの商品傾向など調査・研究を行う。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
新任～3年目の教員は、大専各主催の「新任教員研修」若しくは「人権教育研修会」の受講。その後は、各教員に専門分
野・業界の動向を踏まえ、研究内容の拡充、研究成果の公表、授業への反映を実施するよう求め、人事考課のプロセス
評価に組み込んでいる。
毎年開催されるインテリア・ライフデザイン展で出展企業へのヒアリングを行い、最新の動向・情報を習得し、学生と企業
をつなぐように努めている。
クラス担任を担当する教員には、近年増加傾向にある精神的疾患及び発達障がいの問題を抱える学生の指導のため、
臨床心理士等による研修会を実施している。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

②指導力の修得・向上のための研修等

・8月19日 対象：教員２名
大専各主催　「１９歳のプレゼンテーション発表会」優秀賞を受賞した、２年間の学びの成果発表を聞くことで、学生のモチ
ベーションの向上、目的達成へのプロセスなど、指導法を研究した。

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校関係者評価委員として、卒業生の代表である同窓会名誉会長、卒業生を継続的に多数採用頂いている企業代表者
に加え、地域産業の振興に関する知見者が、学校関係者として「学校関係者評価委員会」に参画し、其々の立場から学
校自己評価に対して評価を行う。また学校関係者評価委員から出された意見を基に、今後の学校運営・教育活動の改善
を図る。
（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応



種別

卒業生

企業等委員

（１）教育理念・目標
・学校の理念・目的・育成人材像は定められているか
・学校の将来構想を抱いているか

（２）学校運営
・運営方針、事業計画は定められているか
・情報システム化等による業務の効率化が図られているか

（６）教育環境
・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されている
か

（７）学生の受入れ募集
・学生募集活動は、適正に行われているか
・学納金は妥当なものとなっているか

（８）財務
・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
・財務情報公開の体制整備はできているか

（３）教育活動

・各学科の教育目標、人材育成像は、その学科に対応する業界の
ニーズに向けて正しく方向付けられているか
・育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し
ているか

（４）学修成果
・就職率の向上が図られているか
・退学率の低減が図られているか

（５）学生支援

・就職・進学指導に関する体制は整備され、有効に機能しているか
・学生の経済的側面に対する支援が全体的に整備され、有効に機能
しているか

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

学校関係者評価委員から拝聴したご意見等をもとに、学校自己評価体制の整備、並びに各部署で今後の学園・学校運
営の改善に活用している。
・教育設備、特にIT化の充実を図るため、新入生にPCを購入させ、学内外で自学自習が可能なようにWi-Fi環境を充実さ
せて、教育環境の向上を図った。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　令和元年７月31日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守
・法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか
・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか

（１０）社会貢献・地域貢献 ・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行なっているか

（１１）国際交流 ・留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っているか

井村　良裕 オフィス・トライアド井村アトリエ　代表
平成31年4月1日～
令和3年3月31日
２年(再任あり）

鵜飼　隆 有限会社タイトルアート　代表取締役
平成31年4月1日～
令和3年3月31日
２年(再任あり）



地域及び
業界有識

者
飯田　俊子 元（公財）大阪観光局　常務理事

令和元年6月8日～
令和3年6月7日
２年(再任あり）

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

HP上の「企業の方へ」のページに情報を記載すると共に、年2回(5月、10月)求人依頼をする際に「求人のお願い」という冊
子を、２月には成果発表となる作品展のご案内を計6000社に郵送している。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 沿革、概要・特色

　　令和元年７月31日現在

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（○ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）　平成30年9月公開
URL:http://www.uedagakuen.ac.jp/

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（５）様々な教育活動・教育環境 学科・専攻、概要・特色
（６）学生の生活支援 特典・サポート
（７）学生納付金・修学支援 入学手続き・学費、学費支援制度

（２）各学科等の教育 学科・専攻　インテリアデザイン学科
（３）教職員 教員・講師紹介
（４）キャリア教育・実践的職業教育 就職実績、就職支援、キャリア教育

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
学校及び学園のホームページ　　 (1)-(7) URL:http://www.oscd.jp/    (8)-(9)URL:http://www.uedagakuen.ac.jp/
補足事項：学校案内パンフレット

（８）学校の財務 財務諸表
（９）学校評価 学校自己評価報告書、学校関係者評価報告書
（１０）国際連携の状況

http://www.uedagakuen.ac.jp/
http://www.oscd.jp/
http://www.oscd.jp/
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○
エスキース演
習

観察力・分析力・伝達力のクリエイターと
して必要な３つの力を養う。目の前にある
ものを的確にとらえる描写力はもちろん、
頭の中にあるイメージを魅力的にビジュア
ル化できることを目指す。

1
前 60 2 △ ○ ○ ○

○ 製図Ⅰ

物をデザインする上で必要不可欠な図面を
身近な住宅の図面を通じて、描き方、ルー
ルを理解する。併せて手書きの必要性も理
解し実物に存在するものや模型作成を通じ
てスケール感に慣れる。

1
前 60 2 △ ○ ○ ○

○
モデリング実
習Ⅰ

建築やインテリアの設計プロセスにおいて
モデルを作成し、デザインを検討する作業
は、いろいろな可能性を探り、いいデザイ
ンを作り出すのに、大変重要である。
モデリングの演習では、デザインワークの
プロセスに欠かせないモデルの製作方法を
学ぶ。使用する材料はモデルの種類によっ
て、いろいろ適材の素材を知り、家具、建
築用途によって、模型の作り方を学ぶ。

1
前 60 2 △ ○ ○ ○

○
コーディネー
ト演習Ⅰ

インテリアを構成する要素について学ぶ。
各エレメントについての講義やショールー
ム見学等を通じて、商品知識を身につけ
様々な商品や動作寸法・基本寸法などを理
解しながらレイアウトできる力を養う。
様々な商品を理解した上で、設定に応じた
提案が出来る力を身につける。また、プレ
ゼンテーションに必要な基礎表現(レイアウ
ト等）を学ぶ。

1
通 120 4 △ ○ ○ ○

○
コンピュータ
演習Ⅰ

必須ツールであるCADによる作図技術の習得
を始め、３DによるCG制作、画像データやテ
キストレイアウトの知識など、デザインプ
レゼンテーションに必要なコンピュータの
技術を学習する。

1
通 120 4 △ ○ ○ ○

○ 製図Ⅱ

製図Ⅰで体得した描き方、ルールを用いて
より具体的な表現力を磨き、動線や機能性
を理解した上で自分のプランニングを具現
化するためのスキルを養う。

1
後 60 2 △ ○ ○ ○

授業科目等の概要

（デザイン専門課程インテリアデザイン学科）2019年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
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連
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○
プレゼンテー
ション技法Ⅰ

パースの専門家の様に完成されたものを作
るのではなく、あくまでも自分の考える空
間やイメージをいかに早く画面に定着して
相手（クライアント）に理解してもらえる
か、そのための基本的技術を修得する。前
半は簡略透視図法による１、２消点基本作
図とボードワークに必要なコンピュータソ
フト(Adobe Illustrator)の基本、後半はそ
れらを基にしてスケッチパースの修得と
マーカー、色鉛筆、パステルなどを使って
の彩色。特にスケッチパースの早描きで家
具類等添景を自由に描けるようにし、自分
のプランなどを具体的に表現出来るように
していく。

1
通 120 4 △ ○ ○ ○

○
デザイン実習
Ⅰ

空間の中には様々なエレメントが存在し、
そのエレメントを創造・計画・制作できる
デザインセンス、応用力・想像力を養う。
素材により必要な道具や加工方法が異な
り、素材に応じてインテリア雑貨をデザイ
ン制作し道具の扱い方を習得する。後期
は、家具の図面、知識や加工技術から始め
る。各自、独自でユニークな家具のデザイ
ンを創造する方法を探求する。発表するこ
とでプレゼンテーション能力も同時に身に
つける。

1
通 120 4 △ ○ ○ ○

○
空間デザイン
Ⅰ

前半は、人や物が存在する空間を創造し、
デザインする力、またそれを現実化する為
の表現する力、伝える力を最も身近な住宅
を基に養う。また、空間をデザインし、図
面化できるまでの専門的な技術・知識を身
につける。後半は、空間を作る要素、素
材、色などを知る。空間の表現をスケッ
チ・模型・図面などで、表現の手法を学
ぶ。インテリアデザイン、バランスのとれ
たデザインを試み、コンセプトの作り方を
学る。

1
通 120 4 △ ○ ○ ○

○
カ ラ ー コ ー
ディネート

色について見直し「色彩学」という学問を
通じて調和や心理的効果を学び、様々なカ
ラーコーディネートが出来るようになる為
の色彩理論の基礎知識を習得する。色を出
発点に色から空間をイメージし、色・形・
素材の３つの要素についての理解を深め、
色を調整する事で空間を自由にコントロー
ルできるプロとしてのテクニックを身につ
ける。プランを明確に伝える実践的なボー
ドワーク・プレゼンを行う。

1
後 60 2 △ ○ ○ ○

○ 表現技法Ⅰ

現代におけるデザイン・プロモーションの
基礎知識を学ぶ。写真・映像などの基本技
術を習得し、自身および作品の付加価値を
高めるための知識を学習する。

1
後 30 1 △ ○ ○ ○

○
モデリング実
習Ⅱ

全てのモノには素材がある。様々な素材の
個々の特性を活かした造形物を制作し、日
常世界の中での使い方使われ方を含めたそ
の役割・機能を演習形式で学ぶ。

1
後 60 2 △ ○ ○ ○



○ デザイン論

デザイン史では、ヨーロッパの職人の時代
を概観した後、１９世紀中頃から２０世紀
のデザイン・プロフェッションの発展につ
いて考察します。プロダクト・インダスト
リアルデザイン分野、グラフィックデザイ
ン分野の歴史を、レクチャー、スライド、
毎週のリーディングを通して学ぶ。テクノ
ロジー、アートと社会的要因の流れに関す
る年表作成も行う。

1
後 30 1 △ ○ ○ ○

○
ライフスタイ
リング

多種多様になっているライフスタイルに応
じた提案を行う為、様々な考え方を身につ
ける。伝統的な物や日本の文化等に触れな
がら、日々の生活を豊かにするデザインに
ついて学び、日常の中にあるデザインに気
付く。和室や茶室などについても文化とと
もに学び、提案の幅を広げる。

2
通 120 4 △ ○ ○ ○

○
デザイン実習
Ⅱ

前半は、デザインの構成要素、すなわち材
料や色、ディテールの巧みな使い方から成
る制限と、限られた寸法・かたちの中での
独特でユニークなデザインを創造する方法
を探求する。発表することでプレゼンテー
ション能力も同時に身につける。後半は、
プレゼンテーション技法２からのアプリ
ケーションの基本をもとに、より実践的な
表現をしていく。カメラと照明の基本、各
自作品や模型等のスタジオ撮影。各自プラ
ンした店舗のロゴマーク、サイン、ネーム
カード、フライヤ等グラフィック表現。
ボードワークならびにポートフォリオのレ
イアウトの重要性を考える。

2
通 120 4 △ ○ ○ ○

○
プレゼンテー
ション技法Ⅱ

コンピュータによるプレゼンテーション技
法の修得、即ちボードワークをコンピュー
タだけで仕上げることを最終目的とする。
ソフトの基本と応用を繰り返し、各自が持
つイメージを平面上に表現出来るようにす
る。コンピュータによるパースの作成、着
色 Photoshop による写真表現と合成、作
品のスタジオ撮影によるカメラと照明の基
本、ボードワークならびにポートフォリオ
のレイアウトの重要性、パワーポイントで
プレゼンテーションをする場合の組み立て
方の重要性等を学ぶ。

2
通 120 4 △ ○ ○ ○

○
リフォーム実
習Ⅰ

内装デザイン・リフォームデザインを通じ
て建築一般構造・建築材料知り、施工方法
や図面の表現方法など、課題店舗をデザイ
ンをする事により習得を目的とする。

2
前 60 2 △ ○ ○ ○

○
空間デザイン
Ⅱ

住宅について、時間と共に変化する生活環
境、人々が健康的で豊かな生活と、地域社
会の環境を共に考えながらプランニングを
行う。インテリアを構成する床、壁、天
井、そして家具など空間を構成する要素を
理解し、統合的な設計を勉強する。課題で
は、建築コンクール、狭小敷地に建つ都市
型住宅、郊外型住宅をなどの設計に取り組
む。

2
後 60 2 △ ○ ○ ○ ○



○
コンピュータ
演習Ⅱ

1年次の授業課題、屋台のプランをCADで入
力、立体まで作成してパースや立体図を作
成、その後ボードを仕上げていく。次に進
級制作または最終課題の店舗のプランをCAD
で入力していき、立体まで制作してパース
や立面図を作成する。その後レンダリング
ソフトを使用して質感表現、ライティン
グ、カメラワークの基本を学習します。完
成したパースをPhotoshopを使用してレタッ
チし添景データを使用して絵のグレードを
上げていく。

2
通 120 4 △ ○ ○ ○ ○

○ 西洋様式史

西洋において自分のスタイルを見つけるこ
とは重要な事である。
そんなスタイルについて理解する為に、古
代から現在に至るまでの建築を考察しなが
ら、西洋建築における造形言語を知り、意
匠についての理解を深める。西洋の様式を
知り、流れをつかみ、各時代様式の特徴を
理解する。

2
後

60 2 △ ○ ○ ○

○
コーディネー
ト演習Ⅱ

生活を構成するインテリアエレメントにつ
いて、ユーザーの生活特性に合った提案を
出来るようにする為、現在、市場に溢れる
商品について調査し、商品の特性を理解
し、市場の流れ等を理解した上でトータル
コーディネートを出来る力を身につける。
水回りの設備についても学び、キッチン・
バス・洗面所など様々な商品や動作寸法・
基本寸法を理解しながらプラン出来る力を
養う。

2
通 120 4 △ ○ ○ ○

○
モデリング実
習Ⅲ

現代造形に必須であるコンピュータによる
3Dモデリング技術を習得し、各種模型制作
で使用する3Dプリンターによる出力方法を
学習する。

2
前

60 2 △ ○ ○ ○

○ 表現技法Ⅱ

現代におけるデザインのプロモーションお
よびビジネス展開の基礎知識を学ぶ。様々
なプレゼンテーションに対応するコン
ピュータスキルを習得し、さらに自身での
ビジネス展開も視野に入れたコンピュー
タ・ネットワークの知識を学ぶ。

2
後 60 2 △ ○ ○ ○

○ 建築構造
空間構成に必要な基本構造を理解し、空間
をデザインする構造、設備等のエレメント
を立体的に組み立てる能力を身につける。

2
後

30 1 △ ○ ○ ○

○ 建築法規

入門編として法律用語建・ 築用語建・ 築
物の面積算定を学び、 基本編として一般住
宅の設計必須条文である、採光・換気計
算・各種高さ関係等の集団規定を習得す
る。建築構造は、木造・組積造・鉄骨造・
鉄筋コンクリート造の概要を学ぶ。

2
後

30 1 △ ○ ○ ○

○
リフォーム実
習Ⅱ

建築物を施工するために必要となる、工種
別施工技術と全体の施工計画の概要を理解
する。
※見学会を1～2回予定し応用できる技術を
身につける。

2
前 60 2 △ ○ ○ ○ ○



○ 卒業制作ゼミ

インテリアデザインの視座から、空間デザ
イン、ものづくり分野の卒業制作の立案に
取り組む。コンセプト、ボード、模型等、
制作過程に合わせ、プレゼン・審査会を実
施する。

2
後 30 1 △ ○ ○ ○

27　　科目合計 1920単位時間(64  単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

課題・試験等に合格し、本校所定の課程を修了すること
１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 15週

（留意事項）
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